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調査実施時期：2019年9月2日～12月1日

研究参加者のリクルート：
LGBTをはじめとするセクシュアルマイノリティ当事者が利用するサイトや
アプリにバナー広告を掲出、SNSを通じて研究参加者を募った

質問項目：
LGBTsを取り巻く世の中のこと、同性パートナーシップ制度のこと
学齢期の出来事（学校教育、いじめ被害、不登校など）
カミングアウト率、日常生活における困りごと等

研究計画の承認：
宝塚大学看護学部研究倫理委員会による研究計画の審査・承認を経て実施

研究方法
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全体の約8割が20～30代、47都道府県からの回答。回収数11,382件、有効回収数10,883件（海外在住者
114名含む）、本報告は国内在住者10,769件に限定したものを有効回答数とし、分析に供する。
平均年齢 33.43歳（13歳～79歳）

有効回答数



10代
（586人）

20代
（3,953人）

30代
（3,177人）

40代
（2,160人）

50歳以上
（893人）

全国
（10,769人）

異性婚と同じ法律婚（同性婚）を同性間にも適用してほしい 国レベルのパートナーシップを制定してほしい

自治体レベルのパートナーシップを制定してほしい 公的制度を作る必要はないが、社会の理解は今より浸透してほしい

公的制度は必要ないし、つくらないでほしい

カミングアウトの状況と同性婚やパートナーシップ制度のニーズﾞ

同性婚やパートナーシップのような同性間の関係を公的に認める制度について、どう思いますか？

全体の6割、若年層に限定すれば大半が「法律婚（同性婚）」の実現を望み、その希望割合はセクシュアリティによって多少の違いがあるが、
ニーズが明確になった。
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年齢階級別
（10歳幅）



年齢階級別（10歳幅）とカミングアウト状況
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していない 親のみしている 職場（学校）のみしている 両方ともにしている

10代
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（3,177人）

40代
（2,160人）

50歳以上
（893人）

全体
（10,769人）

若年層ほどカミングアウト率は高く、10代の55.2％、20代の48．9％はいずれかへのカミングアウトがあり、
親と職場（学校）の両方ともにカミングアウトは10代で20.6％、20代で18.5％となっている。




